
問1 安佐動物公園で飼育されていないフラミンゴはどれ？ 

問2 アルダブラゾウガメの生息地はどこ？ 

問3 チンパンジーの雄と雌のうち、成長して群れから離れることが 
   多いのはどっち？ 

問4 カイウサギの品種の数は？ 

問5 穴掘りが得意なのはどっち？ 

問題にでてくる動物の前に看板が置いてあります。 

しっかり読んで、クイズに答えてね。正解に○をしてください。 
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答えは動物園の出口にあるよ。鉛筆をかりた人はそこで返してね。 
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アンデスフラミンゴ 

雄  雌 

150品種以上 15品種以下 
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答えと解説 
こた            かいせつ 

答1 アンデスフラミンゴ  

答2 アルダブラ諸島やセイシェル諸島  

答3 雌 

答4 150品種以上 

答5 ホンドギツネ 

 オオフラミンゴ、コフラミンゴはアフリカやヨーロッ
パに生息し、ベニイロフラミンゴ、チリーフラミンゴ、
アンデスフラミンゴ、コバシフラミンゴはアメリカ大
陸に生息しています。 

 群れをつくる動物では、遺伝的な多様性を維持する
ために若い個体が群れから離れていく場合があります。
雌が群れにとどまり、雄が群れから離れる種がほとん
どですが、チンパンジーやゴリラなどいくつかの種では
雌が群れを離れる父系家族群を形成します。 

 カイウサギはもともと毛皮や食用としてアナウサギを家
畜化したものですが、ペットとしても古くから飼育されてい
ます。多様な品種があり世界中で飼われている一方で、
オーストラリアなどでは野生化したカイウサギが在来の生
物と競合し、問題となっています。IUCN（国際自然保護連
合）では世界の侵略的外来種ワースト100に指定されてい
ます。 

 キツネやアナグマが掘った穴をタヌキが利用する場合
がありますが、タヌキ自身はほとんど穴を掘りません。時
にはアナグマとタヌキが同時に同じ巣穴に入っていたと
いう例もあり、「同じ穴のムジナ」ということわざの語源に
もなりました。 
 
ムジナ：主にアナグマを指すが、タヌキと混同している地域もある。 

 ゾウガメというとガラパゴスゾウガメが有名で、諸島の島
ごとに形態の異なるゾウガメが生息してます。アルダブラ
ゾウガメも同じように島ごとに形態の異なるゾウガメが生
息していたようですが、はっきりと違いがわらないうちに人
間がゾウガメを移動させてしまったため、交雑が起こり、今
となってはどこの島由来なのかわからなくなってしまいまし
た。 

※↓の図は各動物舎に設置している看板です。 
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